
 植田 由香理
（うえだ・ゆかり）

「目の前の
　笑顔のために、
　　共に生きる」

　今回の「地域人」は、グリーフケア芳縁 代表の 植田 由
香理さんをご紹介します。

活動のきっかけ
　12年前、主人を突然亡くし、10歳と4歳の子供を抱えて、
私は失意のどん底にいました。抑うつ、引きこもり、不眠
など心身の状態も乱れていました。そんな自分が今元気で
いられるのは、グリーフケア・グリーフカウンセリングに
出会い、学び支えられてきたからです。浜田の町の中に、
安心して涙を流せ、ゆっくり自他の話を聞き支え合える場
が欲しい。グリーフケア・カウンセリングの学びを活かし
伝える場があったなら、人は大きな悲嘆につぶされにくく
なるのではないか、次なる病気や自死を作らなくてすむの
ではないか。と考えました。
　2012年５月、友人の協力もあり、様々な喪失体験により
生じたグリーフ（悲嘆）に寄り添える任意の市民団体『グリー
フケア芳縁』を設立し、支える立場として活動を始めました。

やりがい、心がけていること
　設立当初は友人と2人で延々参加者が来るのを待ち運
営する日々でしたが、現在は痛みの分かち合いの参加者
の方々が、この会の必要性と会運営にやりがいを感じ事
務局など引き受けてくれ共に活動できていますので本当
に有難くやりがいを感じています。私は家族を失いまし
たが、この会のおかげで、新しい大きな家族に恵まれて
きていることが何よりもの喜びとなっています。
　心がけていることは、「一人一人喪失体験も違い価値観
も立場も違いグリーフも異なる」ということを踏まえ、常
に白紙の状態で出逢わせていただいています。狭い地域
での活動の為、個人情報がすぐに分かってしまいがちな
ので、痛みの二次被害ができる限り起きないよう守秘義
務については毎回お話しをさせてもらい、極端な場合、
町で出会っても知らないふりをする等参加者の方々に協
力をお願いしています。

触れ合ったエピソード
　定例会の中で参加者の方が、辛く苦しい表情・涙とと
もに「もう死んでしまいたい。死んだほうがまし」とよく
呟かれます。そんな時はじっくり話を聞きながら「死な

グリーフケア芳縁　代表
（NPO法人あったかいいねっと：代表理事、
共生型デイサービスお天氣いいね：所長）
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せませんよ！」とスタッフ一同涙をためた笑顔で声をそ
ろえる場面が幾度となくあります。
　そして回を重ね月日がたち、辛い想いの合間から暖か
い涙へ変わり笑顔が戻ってきている姿に出会う回数が増
え「この会に来て良かった。あんたらに出会ってなかっ
たら、とうに死んでた」と話されるのを聞くと一安心し
本当にやってきて良かったなと感じます。

今後、自分が地域の方に対して伝えたいこと
　活動の中で仲間も増え、同時に会の参加対象者を死別
喪失体験に限らず間口を広げたため、いじめやパワハラ、
人間関係の難しさから自己否定し自分自身を失いかけて
いる方々などとの出会いもあり、町の中に潜む課題に向
き合い、弱い立場の方や生きづらさを感じる方々を支え
合う社会づくりへの関心が強まっていきました。
　グリーフケアの活動は、看護師をしながらライフワーク
として取り組んできましたが、「もっとしっかりした活動
がしたい。しなければならない」との思いが強くなり、本
格的に活動を始める覚悟を決めて昨年勤めていた病院を退
職し、『NPO法人あったかいいねっと』を設立しました。
　私のように、それぞれが原体験としてNPO活動に取り
組む理由を持っている仲間に恵まれ、命を大切に共に生
きる支え合いの社会につながる「地域共生社会拠点づく
り」の活動を行い『共生型デイサービスお天氣いいね』の運
営を開始すると同時に、『ともいきサロン』として地域に
開いた障がいのあるなしにかかわらずどなたでも参加し
てもらえ共に育ちあうことの出来る共生型交流サロン活
動も行っています。これからも共に働く仲間と共に、目
の前の笑顔のために頑張っていきたいと思います。

NPO法人あったかいいねっと
共生型デイサービスお天氣いいね
グリーフケア芳縁

※共生型サービスの必要性は、国（厚労省）が制度を平成30年4月に新規創設し、浜田市
も条例を制定するなど、既に広がりを見せていて、赤ちゃんからお年寄りまで、障害の
あるなしに関わらず、共に生き支え合える社会を作るための有効策とされています。
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　医療職からの問い合わせ内容は多岐に渡っており、未だに
初めて対応する内容も多く戸惑うこともありますが、問い合
わせをしてきている職員の手を止める時間を最小限でとどめ
たり、トラブルが発生した時に拡大させることの無いよう、
日々奮闘しています。
　時には緊急を要する対応を求められることもあり、迅速な
判断と対応を行わなければならない時があります。難しいと
感じることも多いですが、その分、とてもやりがいを感じられ
る仕事だと思います。
　問い合わせの原因によっては自分の力だけでは解決でき
ないこともあり、業者さんへの状況説明や対応依頼など、周
りの方に助けていただくこともあります。
　自分の力不足を感じることもありますが、一つ一つの経験
から学ぶことや、業者さんに教えていただくことも多く勉強
になっています。

今後の目標
　ヘルプデスクは裏方ではありますが、職員の日々の業務を
支えることで、患者さんが病院で過ごされる時間を支えるこ
とにもなる、大事な仕事だと思っています。
　電子カルテだけでなく、病院業務を支えるために必要な技
術の習得を含め、自分自身の知識をより深めていくと共に、
職員が日々の業務をスムーズに行えるよう、縁の下の力持ち
としてこれからも励んでいきます。

ヘルプデスクについて
　私たちヘルプデスクは、院内で使用している電子カルテ端
末の管理や、電子カルテに関する事の問い合わせ窓口として
の業務、トラブル発生時の一時対応窓口業務をしています。
　病院職員相手の対応が多く、患者さんと直接お話をさせて
いただく機会は殆どありませんが、病院内でパソコンやプリン
ターを運んでいたり、機械を前に作業したりしている姿を見か
けた事がある方もいらっしゃるのではないかと思います。

業務内容について
　ヘルプデスクの主な業務内容は、日々、電子カルテを使う
中で職員が感じる様々な「困ったこと」に対する解決方法の
調査や、電子カルテで使用している資源の管理です。
資源の管理に関しては、機械類のハードウェア、システムなど
のソフトウェアの両方に関わっています。
　ハードウェアの管理では、電子カルテで使用する機器類
(パソコン、プリンターやバーコードリーダーなどの周辺機器)
がなるべく不足しないように、故障した機器についての連絡
があれば、故障原因の切り分けを行い、機器の交換から修理
依頼、修理後の機器を再び使用できるようにするための設定
をしています。
　ソフトウェアの管理では、電子カルテを使用する上で必要な
各種データの作成や、使いやすい画面の設定をしています。
　診察の際に患者さんにお渡しする書類や、職員が患者さ
んに安心してケアを受けていただくために使用しているチェッ
クリストや手順書などの原案を担当者から受け取って文書化
し、電子カルテのある場所ではいつでも確認できるようにし
ておくのも、私たちの仕事です。

　病院は、病める人を社会復帰させることを目的とし、医師をはじ
めとする多くの職員の連携と協力による「チーム医療」に取り組ん
でいます。病院の中には、さまざまな業務があります。
　医局・看護部・薬剤部・検査科・栄養管理室・放射線科・リハビリ
テーション科・臨床工学科・事務部・地域連携室などで働いている専
門職種がチーム組んで、それぞれの専門分野での経験や知識、技術
を集約して、患者さんに最も適した最新の治療にあたっています。
　また、適切なアドバイスや必要な情報提供を行って早期社会復帰
への手助けをしています。
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～ ヘルプデスク・田中さんに聞いてみた ～
電子カルテヘルプデスクの仕事

企画課事務助手

田中　亜希子

Electronic medical record help desk

ヘルプデスクメンバー（左から田中、笹後）
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